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新しいピリドンカルボソ酸系経口用抗菌剤 であるT-3262を,急 性単純性膀胱炎9例 ・慢性複雑

性尿路感染症62例,尿 道炎1例,急 性副睾丸炎1例 に対 して・1回75～300mg・1日2～3回 ・

3～29日 間経 口投与し,次 の成績を得た。

1)UTI薬 効評価基準に合致 した急性単純性膀胱炎6例 の総合有効率は100%で あ った。

慢性複雑性尿路感染症47例 では,著 効22例,有 効17例 ・無効8例 で総合有効率83・0%で

あった。

2)細 菌学的効果は,急 性単純性膀胱炎では菌消失率100%,=複 雑 性尿路感染症では55株 中47

株が消失 し,菌 消失率は85.5%で あった。

3)尿 道炎,急 性副睾丸炎の主治医判定は著効であった。

4)自 他覚的副作用は認められなかった。臨床検査値 では軽度 のGOT, GPTの 上昇が1例,

BUNと 血清クレアチニンおよび血清カリウムの軽度の上昇が1例 に認められた。

Key words: T-3262,急 性単純性膀胱炎,慢 性複雑性尿路感染症

T-3262(Fig.1)は 富山化学工業株式会社綜合研究所

で新しく開発されたピリドンカルボン酸系経口用抗菌剤

である。本剤はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対して広

範囲な抗菌スペクトルと強い抗菌活性を有し,尿 中排泄

率は12時 間で42.8%と されている1)。

このたび,泌 尿器科領域の感染症に本剤を投与して臨

床効果および副作用を検討したので報告する。

1.対 象および方法

1.対 象

対象患者は昭和61年11月 か ら62年12月 まで徳

島大学医学部付属病院泌尿器科および当科関連施設を受

診した尿路性器感染症患者で,治 験の 同意の得られた

(•})-7- (3-amino-1-pyrrolidiny1)-6-fluoro-1-(2, 4-di-

fluorophenyl)-1, 4-dihydro-4-oxo-1, 8-naphthyridine-

3-carboxylic acid p-toluenesulfonate hydrate

C19H15F3N403•EC7H803S•EH20

MW 594.56

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

*〒770徳 島市蔵本町2 -50-1
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Table 2. Overall clinical efficacy of T-3262 in acute uncomplicated cystitis

73症 例 とした。

患者の内訳は,急 性単純性膀胱炎9例 慢性複雑性膀

胱炎52例,慢 性複雑性腎孟腎炎10例,尿 道炎1例,

急性副睾丸炎1例 であった。年齢は20歳 から82歳

(平均65.5歳)で,男 性47例,女 性26例 であった。

2.投 与方法

投与方法は原則として,急 性単純性膀胱炎に対 しては

本剤を1回75mg,1日2回,3日 間投与 とし,慢 性複

雑性尿路感染症に対 しては,1回150～300mg,1日

2～3回,5日 間投与 とした。本剤の薬効に影響を与え

る他の薬剤の併用は行わなかった。

3.効 果判定基準

UTI薬 効評価基準(第3版)2)に 合致する症例では本

基準に従い判定 した。同時に自他覚症状 膿尿 細菌尿

の推移から,著 効 有効 やや有効 無効,判 定不能の

5段 階評価による主治医独自の判定も併せて行った。

さらに本剤投与による自他覚的副作用および投与前後

の血液生化学的検査値の変動についても検討 した。

II.臨 床 成 績

1.急 性単純性膀胱炎

急性単純性膀胱炎9例 の臨床成績をTable1に 示 し

た。主治医判定では著効7例 ,や や有効2例 であった。

UTI薬 効評価基準に合致した6例 では著効4例 有効

2例 であり総合有効率は100%で あ った(Table2)
。

2.慢 性複雑性尿路感染症

慢性複雑性尿路感染症62例 の臨床成績をTable3に

示 した。 主 治 医 判 定 で は著 効27例,有 効20例,や や

有 効6例,無 効8例,不 明1例 で有 効 率 は77.0%で あ

っ た。UTI薬 効 評 価 基 準 に 合 致 した47例 で は,著 効

22例,有 効17例,無 効8例 で総 合 有 効 率 は83.0%で

あ っ た(Table4)。

UTI疾 患 病 態 群 別 の総 合 有 効 率 は,第1群100%,第

2群100%,第3群100%,第4群87.1髪,第5群

50.0%,第6群40.0%で あ った 。 ま た,単 独感 染 群 で

90.0%,複 数 菌 感 染 群 で42.9%,カ テ ーテ ル留 置 群 で

80.0%,カ テ ー テ ル非 留 置 群 で83.3%で あ っ た(Tab-

le5)。

1日 投 与量 別 の 有 効 率 は300mg/日 投 与 群 で66.7

%,450mg/日 投 与 群 で80.6%,600mg/日 投 与 群 で

92.3%で あ っ た(Table6)。

3.細 菌 学的 検 討

急 性 単 純 性 膀 胱 炎 で はUTI薬 効 評 価 基 準 合 致 例 お よ

び 主 治 医 判 定 例 共 に 全 株(Escherichiacoli8株,

Enterococcusfaecalis1株)が 消失 した が ,E.faecalis,

GPCが 投 与 後 にそ れ ぞれ1株 出現 した(Table1)。

慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症 のUTI薬 効 評 価 可 能 症 例 で は

55株 中47株 が 消 失 し,菌 消 失 率 は85.5%で あ った 。

株 数 の多 か っ た菌 種 で の菌 消 失 率 をみ る と,Pseu40mo-

nas aeruginosa17株 で82.4%,E.coli10株,瓦

faecalis5株 で100%で あ った 。 また,Staphylococcus

epidermi4isは4株 中3株(75 .0%)が 消 失 した。 投 与

後 出 現 菌 は ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラ ム陰 性 桿 菌 とCandi4a
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Table 4. Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UTI

Table 5. Overall clinical efficacy of T-3262 classified by the type of infection

Criteria for clinical c-valuation in complica:ed UTI
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Table 6. Clinical efficacy of T-3262 classified by daily doses

Table 7. Bacteriological response to T-3262 in complicated UTI

* Regardless of bacterial count

がそれぞ れ3株 、Streptococcus agalactiaeが1株 認 め ら

れ た(Table 7)。

4.急 性副 睾丸 炎 お よび尿 道 炎

急 性副睾 丸 炎 と尿 道炎 の各1例 は,Neisseria gonorr-

hoeae,Chlamydia trachomatisの 検 索 を 行 って い な い

が,本 剤投 与後 に 自覚症 状,尿 中 の膿 球 お よび 細 菌 が 消

失 したた め著 効 と判 定 され た(Table 8)。

5.副 作用

自他覚的副作用は73例 全例に認められなかった。臨

床検査値の異常変動は51例 中,GOTとGPTが1例

(症例6),BUN,血 清 クレアチニン,血 清カ リウムが1

例(症 例13)に 認められたがいずれ も軽度であ り,症 例

13は2週 後正常値に復 した(Table 9)。
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Table 8. Clinical summary of epididymitis and urethritis treated with T-3262

Before treatment

After treatment

Table 9. Changes in laboratory test results
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III.考 察

近年におけるピリドンカルボン酸系抗菌剤の研究,開

発の進歩はめざましく,い わゆるNew quinolonesと よ

ぼれている薬剤は,第3世 代セフェム系抗生物質に匹敵

するような抗菌力を示 し臨床効果にも優れた ものがあ

る3～7)。

T-3262は1,8-ナ フチ リジン環の1,7位 にそれぞれ

2,4-ジ フルオロフェニル基および3-ア ミノピロリジニ

ル基を有する新しい ピリドンカルボン酸系抗菌剤であ

る%本 剤はグラム陽性菌をはじめ グラム陰性菌 嫌気

性菌に対 し広範囲な抗菌スペクトラムと強い抗菌力を有

し 特に最近の複雑性尿路感染症で尿中分離菌頻度が増

加してきたEnterococcusを は じめとす るグラム陽性球

菌 ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌に対 して従来のピリ

ドンカルボン酸系抗菌剤より強い抗菌力を示す1)ことか

ら,泌 尿器科領域の感染症に対する有用性が期待された

ため臨床的検討を行った。

急性単純性膀胱炎9例 に対 して,本 剤を1回75mg,

1目2回,3日 間経口投与 した成績では全例に排尿痛と

起炎菌の消失が得られ,膿 尿が改善せずに菌交代をおこ

した2例 を除く7例 の主治医判定は著効であった。UTI

薬効評価基準に合致 した6例 では,著 効4例,有 効2例

であり有効率は100%で あった。

慢性複雑性尿路感染症62例 に対 し,本 剤を1回150

～300mg ,1日2～3回 投与後 の 主治医判 定 では,

77.0%,UTI薬 効評価基準判定のなされた47例 では

83.0%と いずれも高い有効率であった。 カテーテル留

置例であっても単独感染であれば有効率は高く,単 独感

染群での有効率が90.0%,ま た全体の著効率が46.8%

と高いことは評価に値する。投与量別にみた有効率では

600mg1日 投与群で92.3%と 他群 より高かったが,

全国集計結果では投与量別の臨床効果,細 菌学的効果に

著明な差は認められず1),難 治性症例に対する検討が今

後必要と考えられた。

細菌学的効果では急性単純性膀胱炎で全株(瓦coli8

株E.faecalis1株)が 消失 したが,2例 で菌交代

(GPC1株E.faecalis1株)が 認められた。複雑性尿

路感染症ではグラム陰性桿菌全体の86.0傷,グ ラム陽性

球菌全体の83.3%(E.faecalisで は100%の 菌 消失

率)に 菌消失が得られ,全 体では85.5%と 優れた菌消

失率であった。特に最 も多 く分離 されたPaeru8inosa

の菌消失率が82.4%と 高 く,消 失株の多 く(14株 中

13株)に 対する本剤のMICが0.78μg/ml以 下であ

ったこと,投 与後出現菌が7株(グ ラム陽性球菌1株

ブ ドウ糖非発酵 グラム陰性桿菌3株Can4i4a3株)

と少なかったことは,本 剤のin vitroの 抗菌力 と一致

した効果と考えられた。

副作用としての自他覚症状は長期投与例も含めて1例

も認めなかった。臨床検査値の異常変動は2例 に認めら

れた。GoTとGPTの 軽度上昇例(GoT25→571u/L,

GPT28→491U/L)は 本剤との関係があるかもしれない

と判定された。BUN,血 清 クレアチニン,血 清カリウム

の軽度上昇例は本剤投与前か ら腎機能障害が認められて

いたが,本 剤との関係があるか もしれないとの判定であ

った。 これ らの2例 は,自 他覚症状もなく特別な処置を

必要としなかった。

以上の検討より,T-3262は 急性単純性膀胱炎および

慢性複雑性尿路感染症に対 し優れた治療成績を示 し安全

性 も高いことから有用な薬剤であると考えられた。
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T-3262 was used in the treatment of genitourinary tract infections to investigate its clinical efficacy
and safety. The subjects were 9 patients with acute uncomplicated cystitis, 62 patients with chronic
complicated UTI, 1 patient with urethritis and 1 with acute epididymitis.

The following results were obtained.
1) Clinical efficacy was evaluated according to the criteria of the Japanese UTI Committee. The

overall efficacy rate was 100% in 6 patients with acute uncomplicated cystitis. In 47 patients with
chronic complicated UTI, excellent in 22, moderate in 17 and poor in 8, the overall efficacy rate
being 83.0%.

2) Bacteriologically, 9 of 9 strains (100%) were eradicated in acute uncomplicated cystitis and 47
of 55 strains (85.5%) in chronic complicated UTI.

3) Clinical response was excellent in 2 patients with urethritis and acute epididymitis.
4) No subjective side effects were observed. Laboratory studies revealed mild elevation of GOT

and GPT in one patient and slight elevation of BUN, S-Cr and K in one.


